






　小児期尿路感染症の臨床的研究の一部として,われわれ ha 幼稚園児童,小中

学校学童を対象として細菌尿を中心とした集団検尿を実施し,無症状無自覚に

経過している無症候性細菌尿の検出を試み,抽出された無症候性細菌尿者に対

し,尿路系の異常を IVP を用いて検討,一定のプログラムにより,治療を行い 1

年以上 follow up した成績と,急性または慢性の症状で小児科外来を受診した

症候性尿路感染症の頻度,また尿路感染症の原因の一つとされている腎尿路系

の奇型の種類および頻度を調査検討したので報告する。


